
平
成
二
十
三
年
八
月
十
二
日
受
領

答

弁

第

三

七

四

号

内
閣
衆
質
一
七
七
第
三
七
四
号

平
成
二
十
三
年
八
月
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

�

人

衆

議

院

議

長

横

路

孝

弘

殿

衆
議
院
議
員
柿
澤
未
途
君
提
出
放
射
性
物
質
に
よ
る
土
壌
汚
染
地
域
に
お
け
る
国
の
責
任
に
よ
る
除
染
の
実
施
等
に
関
す
る

質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
柿
澤
未
途
君
提
出
放
射
性
物
質
に
よ
る
土
壌
汚
染
地
域
に
お
け
る
国
の
責
任
に
よ
る
除
染
の
実
施
等
に
関

す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
点
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
三
年
度
第
二
次
補
正
予
算
に
お
け
る
措
置
と
し
て
、
内
閣
府
に
お
い
て
は
、
放
射
線

量
低
減
基
準
策
定
調
査
等
委
託
費
（
約
二
億
円
）
に
よ
る
除
染
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
等
及
び
放
射
線
量
低
減
対
策

特
別
緊
急
事
業
費
補
助
金
（
約
百
八
十
億
円
）
に
よ
る
福
島
県
原
子
力
被
災
者
・
子
ど
も
健
康
基
金
に
対
す
る
公
共
施
設
や

通
学
路
等
の
線
量
低
減
等
の
事
業
経
費
の
助
成
を
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
公
立
諸
学
校
建
物
其
他
災
害
復
旧
費
補
助

金
等
（
約
四
十
五
億
円
）
に
よ
る
学
校
の
校
庭
に
お
け
る
表
土
除
去
等
の
支
援
を
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、
社
会
福
祉

施
設
等
災
害
復
旧
費
補
助
金
（
約
五
億
円
）
に
よ
る
児
童
福
祉
施
設
等
の
園
庭
に
お
け
る
表
土
除
去
等
の
支
援
を
、
そ
れ
ぞ

れ
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
政
府
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
財
政
的
支
援
だ
け
で
な
く
、
除
染
に
関
す
る
技
術
的
支
援
を
行
う
た
め
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
専
門
家
の
派
遣
等
を
検
討
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

一



お
尋
ね
の
点
に
つ
い
て
は
、
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
基
本
方
針
」
（
平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
九
日
東
日
本
大

震
災
復
興
対
策
本
部
決
定
。
以
下
「
復
興
基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
「
国
の
責
任
に
お
い
て
、
除
染
に
関
す
る

考
え
方
や
手
法
を
早
期
に
確
立
す
る
と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体
の
協
力
を
得
つ
つ
、
現
場
レ
ベ
ル
で
の
実
証
や
汚
染
土
壌

等
の
除
染
、
下
水
汚
泥
等
の
適
切
な
処
理
及
び
災
害
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
政
府
と
し
て
は
、
こ
れ
に
従
っ
て
、
平
成
二
十
三
年
度
第
三
次
補
正
予
算
等
に
お
い
て
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
ま

い
り
た
い
。

三
に
つ
い
て

「
避
難
区
域
等
の
見
直
し
に
関
す
る
考
え
方
」
（
平
成
二
十
三
年
八
月
九
日
原
子
力
災
害
対
策
本
部
決
定
）
に
お
い
て
、

「
八
月
中
を
目
処
に
除
染
に
関
す
る
基
本
方
針
を
取
り
ま
と
め
、
関
係
者
の
連
携
の
下
、
徹
底
的
か
つ
継
続
的
な
除
染
を
実

施
す
る
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
は
、
こ
れ
に
従
っ
て
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
点
に
つ
い
て
は
、
復
興
基
本
方
針
に
お
い
て
、
「
放
射
性
物
質
に
よ
る
大
気
・
水
・
土
壌
・
森
林
等
の
汚
染
を

除
去
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
環
境
修
復
技
術
の
早
期
確
立
等
を
目
指
す
。
こ
の
た
め
、
大
学
、
研
究
機
関
、
民
間
企

二



業
等
の
協
力
の
下
、
福
島
県
に
国
内
外
の
叡
智
を
結
集
す
る
開
か
れ
た
研
究
拠
点
を
形
成
す
る
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
政
府
と
し
て
は
、
こ
れ
に
従
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

五
に
つ
い
て

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
六
号
）
第
二
十
条
第
五
項
に
基
づ
き
、
内
閣
府
原
子
力
安

全
委
員
会
が
平
成
二
十
三
年
八
月
四
日
に
示
し
た
意
見
に
お
い
て
は
、
避
難
、
屋
内
退
避
等
の
緊
急
時
等
に
実
施
す
べ
き
放

射
線
防
護
の
た
め
の
措
置
で
あ
る
緊
急
防
護
措
置
の
解
除
に
当
た
っ
て
は
、
「
当
該
区
域
に
お
い
て
住
民
が
受
け
る
被
ば
く

線
量
が
、
解
除
日
以
降
年
間
二
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
と
な
る
こ
と
が
確
実
で
あ
り
、
年
間
一
か
ら
二
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
の
範
囲
で
長
期
的
に
は
参
考
レ
ベ
ル
と
し
て
年
間
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
目
指
し
て
、
合
理
的
に
達
成
可
能
な
限
り
低
減

す
る
努
力
が
な
さ
れ
る
こ
と
」等
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
基
本
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
と
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
を
踏
ま
え
、

今
後
、原
子
力
災
害
対
策
本
部
に
お
い
て
、計
画
的
避
難
区
域
等
の
見
直
し
の
考
え
方
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
点
に
つ
い
て
は
、関
係
す
る
地
方
自
治
体
と
も
相
談
し
つ
つ
、政
府
と
し
て
の
対
応
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

七
に
つ
い
て

三



現
在
、
東
京
電
力
株
式
会
社
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
の
収
束
に
向
け
、
同
社
と
と
も
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
御
指
摘
の
「
年
明
け
に
は
周
辺
住
民
の
帰
宅
の
判
断
が
で
き
る
」
と
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
現
時

点
に
お
い
て
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

八
に
つ
い
て

お
尋
ね
の「
警
戒
区
域
、
計
画
的
避
難
区
域
内
の
土
地
の
管
理
」の
主
体
に
つ
い
て
法
令
上
特
段
の
定
め
は
な
く
、
ま
た
、

土
地
の
状
況
も
様
々
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

四


